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論文内容の要旨
本論文では、鋼斜張橋の座屈および耐荷力特性を弾塑性有限変位解析により検討し、その合理的かっ経
済的な設計が可能になる照査法を提案した。
第 1章では、本研究の背景、ならびに鋼斜張橋の座屈および耐荷力に関する既往の研究について述べ、
本研究の目的を明らかにした。また、本論文の概要をまとめた。
第2章では、わが国の長大鋼斜張橋の構造形式、ならびに座屈および、耐荷力の照査法について行った調
査結果を整理し、塔の座屈および、耐荷力の照査法についての現状と、その課題を明らかにした。また、鋼
斜張橋の耐荷力解析におけるプレストレスの漸増方法、および
方法を提案した。
第3章では、長支間の連続桁橋と長大斜張橋とを対象に、まず、実動活荷重を用いたシミュレーション
解析の方法について検討し、簡便で精度のよい解析法を提案した。つぎに、その提案した方法により、活
荷重に関する既存の実測データを用いて、長大橋梁に発生する最大断面力を求めた。このシミュレーショ
ンにより得られた解析値を道路橋示方書に基づく設計値と比較・検討し、合理的な活荷重の強度とその載
荷方法とについて考察した。
第4章では、鋼斜張橋の主桁、塔、およびケーブルの安全率と橋梁全体の終局強度との関係を明らかに
することを目的に、異なる 3形式の斜張橋を対象にした弾塑性有限変位解析を行い、各部材の安全率が斜
張橋全体の弾塑性挙動ならび、に終局強度に及ぼす影響について検討を加え、それら部材の最適な安全率に
ついて考察した。
第5章では、プレストレスコンクリート床版または鋼板と鉄筋コンクリートとの合成床版を有する 2主
桁(主桁にH型鋼を採用)を用いた中・小径間の2形式の斜張橋について試設計を行い、 2形式の解析モ
デルを作成した。つぎに、それらの解析モデルを用いた弾塑性有限変位解析により、それらの耐荷カに及
ぼす初期不整、活荷重の載荷位置、載荷荷重の増分方法などの影響、また、ケーブルの安全率と橋梁全体
の終局強度との関係を明らかにした。さらに、鋼斜張橋の塔に着目して、弾性有限変位解析および弾塑性
有限変位解析を行い、その座屈および耐荷力を照査するための簡便で精度の高い 1つの方法を提案した。
第6章では、本研究によって得られた研究成果をとりまとめた。
論文審査の結果の要旨
主径間長890mの多々羅大橋など長大な斜張橋が多く建設されてきており、自動車、地震、台風など、
種々の外荷重下における斜張橋の挙動がかなり解明され、それらに対する合理的な設計がなされつつある
が、本論文で課題としている座屈および、耐荷力の特性については、まだ不明確なところがあり、その照査
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法についても改良の余地が十分残されている O
この論文ではまず、我が国で建設された主径間長が400m以上の斜張橋を対象に、実績調査を行い、斜
張橋の座屈および耐荷力の照査法の現状と課題について整理を行っている。
その結果に基づいて、耐荷力照査におけるケーブルのプレストレスの合理的な取り扱い方に関する提案
を行っている。
続いて、鋼斜張橋の耐荷力を照査するときの用いる活荷重モデルに関して、既存の実測データを用いた
シミュレーション解析を行い、その合理的な載荷方法に関する提案を行っている。
また、著者が試設計した 3つの斜張橋モデル(1段ケーブルで、主径間長100m、 3段ケーブルで主径間
長150m、および、マルチケー フソレで、主径間長700m)の弾塑性有限変位解析を行って、塔の橋軸直角方向へ
の座屈(面内座屈)を拘束し、塔が橋軸方向にのみ変形する場合を対象にして、各構成部材の設計安全率
と橋梁全体の安全率との関係について検討し、各構成部材の最適な安全率について考察している。その結
果、面内座屈を拘束し、塔が橋軸方向にのみ変形するとした場合には、座屈現象がほとんど発生しないこ
とを明らかにしている。
さらに、 H形鋼を主桁に用いた中程度の主径間長を有する 2つの斜張橋(主径間長84mおよび、165m)の
試設計を行い、中程度の主径間長の橋梁でも経済的な斜張橋が建設可能であることを示している。
最後に、 H型鋼の主桁を用いたこれらの斜張橋モデルにおいて、ラーメン形式の塔の横梁を取り除いて、
塔が面内座屈を起こしやすくした場合について、弾塑性有限変位解析を簡単な塔・ケーブルモデルに対し
て実施したにもかかわらず、塔の簡便で合理的な耐荷力照査法を見い出している。
以上のように、本論文では、鋼斜張橋の座屈および耐荷力について検討し、その照査法に関して有用な
知見を得ている O それらの研究成果は、橋梁工学をはじめとし、構造工学の発展に寄与するところが大き
いと考えられる O したがって、本論文の著者は、博士(工学)の学位を受ける資格を有するものと認める。
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